
 

   

 

 技 040（1／2） 

不具合時のチェック項目リストについての解説と処置方法 
 
・年次点検時等に正常に動作しない場合は，チェック項目をご確認いただくことで不具合の要因を特定することができます。 
・不具合が開閉器側に起因した事象であれば，互換性のある開閉器と交換してください。 
・不具合がＳＯＧ制御器側に起因した事象であれば，互換性のあるＳＯＧ制御器と交換してください。 
（互換性機種については，お問合せください。ご使用の年数によっては開閉器とＳＯＧ制御器をセットで交換することをお勧めし

ます。） 
・開閉器側の４項とＳＯＧ制御器側の５項，６項は方向性機種のみ対応します。 
 

 項  目 解 説 処置方法 

１ 
引外し回路の健全性の確認 

Ｖａ－Ｖｃ間の抵抗（トリップ回路の抵抗） 

ＳＯＧ制御器の端子台からＶａ及びＶｃの電線を外し，電線間の

直流抵抗を測定してください。 

断線（∞Ω）や短絡（０Ω）に近い状態ですと開

閉器をトリップさせることができません。開閉器

の交換が必要です。 

２ 

制御回路の絶縁状態の確認 

Ｖａ，Ｖｂ，Ｖｃ一括と開閉器アース間の絶縁抵抗

（５００Ｖメガー） 

ＳＯＧ制御器の端子台からＶａ，Ｖｂ，Ｖｃの電線を外し，開閉

器のアース間の絶縁抵抗を測定してください。 

絶縁低下が認められた場合は，開閉器内部に吸湿，

浸水又は制御回路の焼損等の可能性が考えられま

す。開閉器の交換が必要です。 

３ 
ＺＣＴの健全性の確認 

Ｚ１－Ｚ２間の抵抗 

ＳＯＧ制御器の端子台からＺ１及びＺ２の電線を外し，電線間の

直流抵抗を測定してください。 

基準値に対しての差が大きい場合は，最小動作電流試験の管理値

±１０％に入らない可能性があります。 

ＺＣＴの故障が考えられます。開閉器の交換が必

要です。 

 

開 

閉 

器 

側 

４ 
ＺＰＤの健全性の確認 

Ｙ１－Ｚ２間の抵抗 

ＳＯＧ制御器の端子台からＹ１及びＺ２の電線を外し，電線間の

直流抵抗を測定してください。 

基準値に対しての差が大きい場合は，最小動作電圧試験の管理値

±２５％又は±３０％に入らない可能性があります。 

ＺＰＤの故障が考えられます。開閉器の交換が必

要です。 

 

 
 



 

   

 
技 040（2／2） 

 項  目 解 説 処置方法 

引外し回路の断線監視機能付機種はＤＣ約１４０Ｖです。基準値に

対しての差が大きい場合は，出力回路又は断線監視機能に異常があ

る可能性があります。  １ 
出力回路の健全性の確認 

通常時 Ｖａ－Ｖｃ間に発生している電圧 
引外し回路の断線監視機能無し機種は０Ｖです。電圧が発生してい

る場合は，出力回路に異常がある可能性があります。 

ＳＯＧ制御器の故障が考えられます。交換が必要です。 

引外し回路の断線監視機能付機種は常時ＤＣ約１４０の電圧が発

生しています。通常時とトリップ信号発生時の区別が出来ないと思

われますので，トリップ信号発生の確認は開閉器との連動動作を実

施していただくことをお勧めします。 ２ 

出力回路の健全性の確認 

トリップ信号発生時Ｖａ－Ｖｃ間に 

発生する電圧 引外し回路の断線監視機能無し機種は動作時のみＤＣ約１４０Ｖ

が発生します。基準値に対しての差が大きい場合は，出力回路に異

常がある可能性があります。 

ＳＯＧ制御器の故障が考えられます。交換が必要です。 

３ 

零相電流（Ｉ０）入力回路の健全性の確認 

Ｋｔ－Ｌｔに０．２Ａ流した時の 

Ｚ１－Ｚ２間の発生信号 

Ｚ１－Ｚ２間に発生する電圧が基準に対して大きく差がある場合

は，最小動作電流試験の管理値±１０％に入らない可能性がありま

す。 

ＳＯＧ制御器の故障が考えられます。交換が必要です。 

配電線や負荷設備の極端な単相回路による残留電流等

の影響も考えられますので，開閉器を開放した状態で測

定することをお勧めします。 

４ 
零相電流（Ｉ０）入力回路の健全性の確認 

Ｚ１－Ｚ２間の抵抗 

ＳＯＧ制御器の端子台からＺ１及びＺ２の電線を外し，端子間の直

流抵抗を測定してください。 

基準値に対しての差が大きい場合は，最小動作電流試験の管理値±

１０％に入らない可能性があります。 

ＳＯＧ制御器の故障が考えられます。交換が必要です。 

 

５ 

零相電圧（Ｖ０）入力回路の健全性の確認 

Ｔ－Ｅ間に１９０Ｖ印加した時の 

Ｙ１－Ｚ２間の発生信号 

Ｙ１－Ｚ２間に発生する電圧が基準に対して大きく差がある場合

は，最小動作電圧試験の管理値±２５％又は±３０％に入らない可

能性があります。 

ＳＯＧ制御器の故障が考えられます。交換が必要です。 

配電線の恒長アンバランスや電圧調整器による残留電

圧等の影響も考えられますので，開閉器を開放した状態

で測定することをお勧めします。 
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６ 
零相電圧（Ｖ０）入力回路の健全性の確認 

Ｙ１－Ｚ２間の抵抗 

ＳＯＧ制御器の端子台からＹ１及びＺ２の電線を外し，端子間の直

流抵抗を測定してください。 

基準値に対しての差が大きい場合は，最小動作電圧試験の管理値±

２５％又は±３０％に入らない可能性があります。 

ＳＯＧ制御器の故障が考えられます。交換が必要です。 

 


